






 

 

                             令和５年６月１６日 

 

酒田水先区における安全運航基準 

[令和５年一部改正版] 

 

１ 水先業務を行う時間 

（１）入港は、原則として日出薄明時から日没時３０分前までの水先人乗船とする。 

ただし、危険物積載船及び３万総トン以上の船舶の入港は、日没１時間前までの 

水先人乗船とする。 

（２）出港は、原則として０６時から２１時までとする。 

（３）所属水先人及び在籍タグボートの数に制約があるため、入出港時刻を調整する場合 

がある。 

 

２ 照明設備 
  夜間照明の設備されていないバースの入出港は、日出から日没までとする。 
  ただし、臨時の照明により安全が確保できると認められる場合はこの限りでない。 
 
３ 水先人の員数 

  ３万総トン以上の船舶及びデッドシップ等特殊な状況にある船舶は、原則として水先 

人２名が乗船する。 

 

４ 気象・海象による制限 

水先人乗船場所における気象・海象 

タグボートが運航可能であり、水先人が乗船できる範囲内（概ね有義波高 ２.５ｍ 

以下）とする。 

 
５ 水先人乗船場所 
（１）３万総トン以上：酒田港南防波堤灯台から２４６度３海里付近 

          （北緯３８度５５分 東経１３９度４４分付近） 
（２）３万総トン未満：酒田港南防波堤灯台から２５４度１,０９０ｍ付近 

ただし、総トン数２万トン程度以下の船舶であって、当該船舶の船長が乗船場所を 
防波堤内に変更することに同意する場合はこの限りでない。 

 
 



 

 

（３）港内における気象・海象 
    風速：１３ｍ／ｓ以下 
    波高：１ｍ以下で、波が防波堤を超えて打ち込む状況にないこと 
       また、綱取りボートを用いる場合は、当該ボートが運航可能であること 

 視程：３万総トン未満：１,０００ｍ以上 
      ３万総トン以上：１海里以上 
 
５ 余裕水深 
  潮高を加味して海図記載水深に対し喫水の１０％以上 
 
６ 同一岸壁に係留する２船間の間隔  

最小間隔は、原則として次のとおりとする。 
ただし、デッドシップ等特殊な状況にある船舶については都度協議とする。  

（１）総トン数 30,000 トン以上の船舶   ３５ｍ  
（２）総トン数 30,000 トン未満の船舶   ３０ｍ 
 
７ タグボート等 
（１）５,０００総トン級以下の船舶：１隻 
   ただし、危険物積載船の入港時及びバース前面が狭隘な水域では風浪等の状況に 

よりタグボート１隻の追加について都度協議する。 
（２）５,０００総トン級以上の船舶：２隻 
   ただし、バウスラスター装備船については、その出力及び気象状況を勘案して 

１隻を減じることができる。 
（３）５万総トン級の船舶（客船を除く。）：３隻 
（４）５万総トン以上の客船：１隻以上とし、都度協議とする。 
  
８ 非常事態 
  次の場合は、状況により水先業務を行う時間等を制限する。 
（１）酒田港長から避難等に関する勧告が出た場合 
（２）天変地異等により安全が確保できないと認められる場合 
（３）その他、水先業務を安全に遂行できないと認められる事象のあるとき 
 
９ 協議等 
  上記の基準は、総則的なものであり、必要に応じ岸壁管理者、船舶運航者、船舶代理 



 

 

店等と協議検討のうえ、水先の可否等を決定するものとする。 
   なお、大型客船や危険物積載船が入出港する岸壁等において、その運航基準等が本 
基準より安全値に設定されている場合はその運航基準等を優先する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




